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『ちいさいなかま』は、豊かな保育・子育てのために日常的に学び、交流した
いと願う保育者・職員、保護者、研究者たちの手によって、1971年に創刊され
ました。どこかのえらい人の話を一方的に伝えるものではなく、オーナーもおら
ず、広告宣伝料で発行しているわけでもない『ちいさいなかま』は、本当にちい
さな、ちいさな雑誌です。でも、子どもたちの笑顔と未来を守りたいおとなたち
の手から手へと引き継がれ、大切にされてきて50周年を迎えます。そこで、みん
なで祝おう！みんなの『ちいさいなかま』創刊50周年メッセージを大募集します。
あなたは、『ちいさいなかま』といつ、どこで出会いましたか？あなたにと
って、『ちいさいなかま』はどんな存在ですか？下記の要領で編集部までどし
どしお送りください。

●テーマ・内容／わたしと『ちいさいなかま』、『ちいさいなかま』のここが好き、
　　　　　　　　『ちいさいなかま』をめぐる思い出やエピソードなど。
　　　　　　　　『ちいさいなかま』購読歴も入れてください。
　　　　　　　　　　　　 ●字数／100字以上
　　　　　　　　　　　　 ●締め切り／４月10日
　　　　　　　　　　　　 ●送り先／『ちいさいなかま』編集部・50周年メッセージ係
　　　　　　　　　　　　　　　　　 Fax：03-6265-3230
　　　　　　　　　　　　　　　　　 Email：udg79423@nifty.com

創刊
50周
年

お祝
い

メッ
セー
ジ

大募
集
！

みんなで祝おう！！
みんなの『ちいさいなかま』

創刊号
表紙（

1971
.8月号

）

『ちいさいなかま』の誕生おめでとう
（創刊によせて）

50
周年
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『ちいさいなかま』は、第１号から私のそばにずっとありました。1969
年第１回全国保育団体合同研究集会（合研・当時の名称は全国民間保育団
体合同研究集会）が開催されたとき、私は保育学生１年生で長野県湯田中
の地で暑い〜熱い興奮の渦の中にいました。そして、『ちいさいなかま』
が創刊され、私は公立保育園の保育者として参加した1971年第３回集会
では、「青い空は」のうたをず〜っと歌っていた思い出があります。
振り返ってみると、公立保育園保育者としての40年間は、積読のこと
が多かったのですが、2005年第37回全国合研広島集会のときに実行委員
として『ちいさいなかま』係を担当し、宣伝のおもしろさを見つけたころ
から、毎月の号でどこか１か所をつかむ読み方に変わりました。
定年退職後は民医連の保育園建設に携わり、８年間民間保育園に勤めま
した。そこで「広島市安佐南区ちいさいなかまの輪」を結成し、手あそび
やうた、絵本などの交流と『ちいさいなかま』の読み合わせを10年間継続
して、公私立の枠を超えて交流してきました。このなかでは、他園の若い
保育者たちが要点をまとめて話す姿に刺激を受けてきました。
今年の第53回合研の開催地は広島です。進行中の開催地実行委員会の
なかで、ちいなかタイムを設けています。輪番制で『ちいさいなかま』の
内容を選び、読み合わせやグループ討議をするのですが、思わぬ（！？）ぺ
ージが選ばれて、新鮮に感じることもあります。１番目は「わたしのスト
レス解消法」のページで、結構盛りあがり、笑い声が響きます。このとき
に、『ちいさいなかま』の活用法はなんでもありだなと思えました。
コロナ禍のなかでWeb会議が増えましたが、『ちいさいなかま』をとお
して、「へぇ〜」「そうなんだ！」と保育の雑談や子どもの姿のおしゃべり
のなかに大事なことがいっぱいあることを実感しています。

今が一番『ちいさいなかま』を手に取りめくって、読んで、
しゃべっています。

今が一番
『ちいさいなかま』を読んでいる！

吉川博子 広島保育センター

わ・た
・し・
と

『ち
いさ
いな
かま
』



1983年４月号口頭詩

40

あなたは、『ちいさいなかま』といつ、どこで出会い
ましたか？　あなたにとって、『ちいさいなかま』は
どんな存在ですか？
下記の要領で編集部までどしどしお送りください。

●テーマ・内容／わたしと『ちいさいなかま』、『ちいさいなかま』のここが好き、
　　　　　　　　『ちいさいなかま』をめぐる思い出やエピソードなど。
　　　　　　　　『ちいさいなかま』購読歴も入れてください。
　　　　　　　　　　　　 ●字数／100字以上
　　　　　　　　　　　　 ●締め切り／５月10日
　　　　　　　　　　　　 ●送り先／『ちいさいなかま』編集部・50周年メッセージ係
　　　　　　　　　　　　　　　　　 Fax：03-6265-3230
　　　　　　　　　　　　　　　　　 Email：udg79423@nifty.com

創刊
50周
年

お祝
い

メッ
セー
ジ

大募
集
！

みんなで祝おう！！
みんなの『ちいさいなかま』

50
周年

イラスト 近藤理恵

1981年
８月号（

創刊10
周年）表

紙

（表紙
イラス

ト　西
巻茅子

）
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広島の短大を卒業し、故郷の松江に帰ってきたのは1977年の３月。無
事希望だった保育園に勤務でき、とてもうれしかったことを思いだしま
す。先輩たちが、毎週自発的に「積み木の会」という勉強会を企画され、
『ちいさいなかま』の読みあわせや日常の子どものこと、乳幼児の発達の
ことなどを熱心に話しておられました。右も左もわからない私には、その
時間がとても新鮮だったことや、先輩たちがキラキラしていて、少しでも
近づきたいと思ったことを思いだします。
同じ年の９月、島根保育問題研究会を立ち上げ、松江・出雲のなかまと
の交流も始まりました。そんな矢先、職場の先輩たちが同時期に何人も産
休に入られ、『ちいさいなかま』の配達・集金は、園内はもちろん松江市
内の読者のみなさんの分も私の役目になりました。
配布が何冊だったかは忘れましたが、事前に電話で、約束をして『ちい
さいなかま』を持ってお休みの日に出かけました。「上がっていかない？」
とよく声をかけていただき、上がり込んでお茶をいただきながら、いろい
ろな保育園の話を聞いて驚いたり、大変な職場でよくがんばっておられる

なと感心したり、同じ保育士としてとても勉
強になる時間でもありました。
今、私の保育園でも、『ちいさいなかま』は
職員の必読書となっていて、学習会やクラス
懇談会等で活躍しています。このちいさな雑
誌が、一生懸命に保育者や父母を子育てなか
まとしてつないでくれているな、と実感して
います。
『ちいさいなかま』の存在価値は年々大き
くなっていると感じています。創刊50周年
本当におめでとうございます。

配達・集金の時間が
いろいろなことを学ぶ時間に

竹内多寿子 島根県松江市わかたけ保育園園長

わ・た
・し・
と

『ち
いさ
いな
かま
』

1977年４月号表紙
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　　　　　　　『ちいさいなかま』は８月号で
　　　　　　　創刊50周年を迎えます。そこで、
祝！創刊50周年クイズです！　以下の問題の答えを、下記メールか
FAXへお送りください。全問正解した50名の方に先着順で、表紙で
おなじみのつちだよしはるさんのイラスト入りミニトートバッグを
差し上げます。ご応募お待ちしています！

●解答送り先
　『ちいさいなかま』創刊50周年クイズ係
　　 Email：udg79423@nifty.com
　　 Fax：03-6265-3230

みんなで祝おう！！
みんなの『ちいさいなかま』

50
周年

1993年
７月臨

時増刊
号の

大きさ
はＢ５

判！

（通常
号はＡ

５判）

　　　『ちいさいなかま』の創刊の年は、西暦○○○○年です。Ｑ１．

　　　�『ちいさいなかま』は、年に一度開催される全国保育団体合同研究集会
のなかで、日常的に学び、交流できる機関紙を作ろうと話しあって生ま
れました。この研究集会は、略して○○○○と呼ばれています。

　　　（ひらがな４文字）

　　　�約50年続く長期連載が２つあります。一つは口頭詩（とびら詩）、もう�
　　　　　　　　　一つは、「保育問題○○」です。（漢字２文字）

　　　�『ちいさいなかま』のキャッチフレーズは�
「保育者と○○を結ぶ雑誌」です。

　　　（漢字２文字）

　　　�『ちいさいなかま』創刊号の定価は�
いくらだったでしょう？

①50円　②100円　③150円

Ｑ１〜Ｑ４の○に数字や文字を入れてください
Ｑ５は、一つ選んでください

●プレ
ゼント

の発送
をもっ

て、

　当選
者の発

表に代
えさせ

て

　　　
　いた

だきま
す

Ｑ２．

Ｑ３．

Ｑ４．

Ｑ５．
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私が『ちいさいなかま』と出会ったのは、保育園に勤めだした2010年
のことです。はじめは、保育で悩んでいることが特集されていたら読むだ
けで、活用できないままでした。
『ちいさいなかま』の魅力やなかまとつながりあう、語りあうことの楽
しさを知ることができたのは、2014年の第46回全国合研福岡集会のとき
でした。全国合研に参加するのもはじめてのなか、開催地実行委員会の
『ちいさいなかま』部の長を務めることになり、右往左往していました。
そんな私を支えてくれたのは、部のなかまたちでした。私よりも若い保育
者たちが中心になって、『ちいさいなかま』を知らない人にまず手に取っ
てもらうために、こんなに魅力的な雑誌なんだと宣伝しようとポスター作
りが始まりました。読み合わせ、「悩みにそったところもだけど、クスッ
と笑えるところもいいよね」「保護者もみんなとつながってるって感じら
れるのは、やっぱり読者のページじゃない？」「食事のこと悩んでる家庭
も多いよ」「でも、全部載せたらもったいないよね。あっ、続きが気にな
るってなった人が読みたくなるかも」と、その月ごとにポスターを制作し

て、地域の保育園や、自分が卒業した大学・
短大に宣伝しに行きました。
どこかで研修があると聞くと、研修会場に
宣伝ブースを作って宣伝隊を結成し、「購読
したよ」「読んでるよ」と声をかけてくれる
人が増え、つながりを実感でき宣伝すること
が楽しくなりました。特に、新規購読者向け
に部で作った指人形は好評で、今でも声をか
けてもらえるほどです。
合研をきっかけに、『ちいさいなかま』の普
及をとおして、たくさんの人に支えられ、広
がったなかまの輪が私の一番の思い出です。

たくさんの人に支えられ、
『ちいさいなかま』から広がる輪

伊藤奈美 福岡県篠栗町やまのこ保育園保育者

わ・た
・し・
と

『ち
いさ
いな
かま
』

2010年４月号表紙
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　　　　　　　『ちいさいなかま』は８月号で
　　　　　　　創刊50周年を迎えます。そこで、
祝！創刊50周年クイズです！　以下の問題の答えを、下記メールか
FAXへお送りください。全問正解した50名の方に先着順で、表紙で
おなじみのつちだよしはるさんのイラスト入りミニトートバッグを
差し上げます。ご応募お待ちしています！

●解答送り先
　『ちいさいなかま』創刊50周年クイズ係
　　 Email：udg79423@nifty.com
　　 Fax：03-6265-3230

みんなで祝おう！！
みんなの『ちいさいなかま』

50
周年

1991年
８月号

（創刊
20周年

）表紙

（表紙
イラス

ト　土
田義晴

）

　　　『ちいさいなかま』の創刊の年は、西暦○○○○年です。Ｑ１．

　　　�『ちいさいなかま』は、年に一度開催される全国保育団体合同研究集会
のなかで、日常的に学び、交流できる機関紙を作ろうと話しあって生ま
れました。この研究集会は、略して○○○○と呼ばれています。

　　　（ひらがな４文字）

　　　�約50年続く長期連載が２つあります。一つは口頭詩（とびら詩）、もう�
　　　　　　　　　一つは、「保育問題○○」です。（漢字２文字）

　　　�『ちいさいなかま』のキャッチフレーズは�
「保育者と○○を結ぶ雑誌」です。

　　　（漢字２文字）

　　　�『ちいさいなかま』創刊号の定価は�
いくらだったでしょう？

①50円　②100円　③150円

Ｑ１〜Ｑ４の○に数字や文字を入れてください
Ｑ５は、一つ選んでください

●プレ
ゼント

の発送
をもっ

て、

　当選
者の発

表に代
えさせ

て

　　　
　いた

だきま
す

Ｑ２．

Ｑ３．

Ｑ４．

Ｑ５．
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私は、８か月の未就園児の娘を育てている母親です。
地域の「つどいの広場」で行われた子育て講座に参加したところ、市立
保育園の先生も参加しており、「読んでみませんか？」と、『ちいさいなか
ま』の見本誌をくださったことが、購読のきっかけです。
はじめての育児は不安だらけで、正解はない！と割り切ることもできず、
これでいいのか？と悩んではスマホを開いて検索ばかりしてしまいます。
私は息切れして、気持ちを切り替えたいときに、『ちいさいなかま』を
開きます。
毎月の特集は、娘が生まれるまでは考えたことがなかった問題を提起し
てくれますし、未就園児の子どもをもつ身としては、保育園ってこんなと
ころなんだなと、イメージもつきやすいです。

何より、『ちいさいなかま』を
通じて保育士の先生方や、ほかの
お母様の声が聞けることが励みに
なりますし、たくさんの人に支え
られながら育児をしていることに
気づかせてくれます。
子どもの成長は毎日アップデー
ト！ついていくのが精いっぱいの
毎日ですが、『ちいさいなかま』
を読み進めながら、私も母親とし
て前に進んでいきたいと思ってい
ます。

子育てに息切れしたときに
『ちいさいなかま』を開きます

吉備靖子 大阪・藤井寺市・８か月の子の保護者

わ・た
・し・
と

『ち
いさ
いな
かま
』

以前、大阪の保育園で作られた
購読申込書です
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子
育
て
に

悩
む
保
護
者
の

味
方
！

創
刊
五
〇
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
第
一
子
が
生
ま
れ
た
と
き
は
い

っ
ぱ
い
い
っ
ぱ
い
で
、
子
育
て
を
き
ち

ん
と
し
な
い
と
子
ど
も
に
申
し
訳
な
い

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、『
ち
い
さ

い
な
か
ま
』
と
出
会
っ
た
こ
と
で
、
子

育
て
の
し
か
た
や
子
ど
も
の
発
達
を
知

る
こ
と
が
で
き
、
少
し
で
も
実
践
し
て

み
よ
う
と
思
え
ま
し
た
。
ま
た
、
い
ろ

ん
な
読
者
の
コ
メ
ン
ト
を
見
て
、「
少
し

力
を
抜
い
て
子
育
て
し
て
も
い
い
ん
だ
」

と
思
え
て
、
本
当
に
励
み
に
な
り
ま
し

た
。『
ち
い
さ
い
な
か
ま
』
と
の
出
会

い
が
、
私
の
子
育
て
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

く
れ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
思
い
ま

す
。
五
〇
年
間
も
続
け
て
こ
ら
れ
て
い

る
こ
と
、
過
去
の
先
輩
を
含
め
、
す
べ

て
の
方
に
感
謝
し
ま
す
。
そ
し

て
、
リ
ア
ル
な
保
護
者
、
保
育

者
の
声
を
反
映
し
て
い
る
『
ち

い
さ
い
な
か
ま
』
は
、
こ
れ
か

ら
も
続
い
て
ほ
し
い
と
切
に
願

っ
て
い
ま
す
。（
大
阪
・
父
親
）

今
は
雑
誌
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
育
児
に
関
す
る
情
報
が

あ
ふ
れ
て
い
ま
す
が
、「
こ
う
で
な
け
れ

ば
い
け
な
い
」と
い
う
理
想
や
「
親
の
責

任
」
と
い
う
こ
と
ば
が
い
っ
し
ょ
に
並
ん

で
お
り
、
い
ろ
ん
な
問
題
へ
頭
を
ぶ
つ

け
な
が
ら
子
育
て
を
し
て
い
る
親
に
と

っ
て
、
情
報
が
多
い
ゆ
え
に
悩
み
が
根

深
く
な
る
時
代
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の

な
か
で
、『
ち
い
さ
い
な
か
ま
』
は
、
保

護
者
・
保
育
者
な
ど
分
け
隔
て
な
く
、

子
ど
も
に
関
わ
る
み
ん
な
で
「
こ
ん
な

こ
と
で
困
っ
た
！
」「
こ
う
す
れ
ば
子

ど
も
た
ち
の
反
応
が
変
わ
っ
た
よ
！
」

「
そ
の
問
題
は
こ
う
し
て
い
け
ば
ど
う
か

わたしと
祝！50周年

『ちいさいなかま』

読者のみなさんからのメッセージ

声
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わ
た
し
と

『
ち
い
な
か
』の

エ
ピ
ソ
ー
ド

『
ち
い
な
か
』
は
薄
く
て
サ
イ
ズ
も

小
さ
く
持
ち
運
び
に
便
利
。
子
ど
も
が

喘ぜ
ん

息そ
く

で
年
に
何
回
か
入
院
し
た
り
、
夜

中
に
病
院
に
駆
け
込
む
こ
と
も
多
々
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
と
き
に
と
り
あ
え
ず

病
院
に
持
っ
て
い
っ
た
の
が
『
ち
い
な

か
』
で
し
た
。
ふ
だ
ん
は
ゆ
っ
く
り
読

む
間
が
な
く
、
喘
息
の
ひ
ど
か
っ
た
長

男
・
長
女
の
子
育
て
中
は
病
院
で
読
む

こ
と
が
常
で
、
ま
と
め
読
み
も
し
て
い

ま
し
た
（
点
滴
し
て
い
る
ベ
ッ
ド
の
脇

や
入
院
中
）。
子
育
て
真
っ
最
中
の
と

き
は
、
私
だ
け
で
な
く
大
変
な
思
い
を

し
な
が
ら
仕
事
と
子
育
て
を
が
ん
ば
っ

て
い
る
人
た
ち
が
い
る
…
と
、
い
っ
ぱ

い
エ
ー
ル
を
も
ら
い
元
気
づ
け
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
今
で
も
『
ち
い
な
か
』
を

を
作
っ
て
お
ら
れ
る
方
々
か
ら
伝
わ
っ

て
き
て
、
こ
れ
が
全
国
の
子
育
て
世
帯

に
広
が
る
と
い
い
な
ー
と
本
当
に
思
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
い
ろ
ん
な
形

で
子
育
て
を
応
援
し
て
い
た
だ
け
る
と

う
れ
し
い
で
す
！
（
島
根
・
母
親
）

『
ち
い
さ
い
な
か
ま
』
は
、
長
男
が

一
歳
半
の
と
き
か
ら
読
み
始
め
ま
し

た
。
息
子
が
発
し
た
お
も
し
ろ
い
こ
と

ば
、
笑
っ
ち
ゃ
う
行
動
、
困
っ
た
行

動
、
そ
ん
な
成
長
の
あ
れ
こ
れ
を
、
い

ろ
ん
な
人
と
共
有
し
た
い
、
と
モ
ニ
タ

ー
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
書
く

こ
と
で
何
度
も
救
わ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
私
に
社
会
問
題
を
考
え
る
き
っ
か

け
も
た
く
さ
ん
く
れ
ま
し
た
。
二
男
も

卒
園
、『
ち
い
さ
い
な
か
ま
』
も
卒
業

で
す
。
こ
の
六
年
間
、
枕
元
に
は
い
つ

も
『
ち
い
さ
い
な
か
ま
』
が
あ
り
ま
し

た
。
子
育
て
の
お
供
を
、
心
か
ら
感
謝

し
ま
す
。（
愛
知
・
母
親
）

な
」
と
共
感
し
、
寄
り
添
い
、「
い
っ
し

ょ
に
考
え
よ
う
よ
」
と
言
わ
れ
て
い
る

気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
誕

生
す
る
子
ど
も
た
ち
、
保
護
者
・
保
育

者
の
み
な
さ
ん
へ
も
『
ち
い
さ
い
な
か

ま
』
と
い
う
あ
た
た
か
な
場
所
を
ず
っ

と
届
け
て
く
だ
さ
い
。（
兵
庫
・
母
親
）

『
ち
い
な
か
』
を
読
み
始
め
て
五

年
。
ま
だ
ま
だ
わ
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら

け
だ
っ
た
五
年
前
、
誰
に
も
相
談
で
き

な
か
っ
た
と
き
に
も
、『
ち
い
な
か
』

の
い
ろ
ん
な
話
を
読
ん
で
励
ま
さ
れ
た

り
、
涙
し
た
り
、
笑
っ
た
り
し
て
き
ま

し
た
。「
私
だ
け
じ
ゃ
な
い
ん
だ
！
」と

か
「
こ
ん
な
意
見
も
あ
る
ん
だ
な
〜
」

と
い
ろ
ん
な
視
点
で
見
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
な
ん
と
い
っ
て
も
、
み
ん

な
子
ど
も
中
心
に
生
活
し
て
い
る
ん
だ

な
ー
と
思
っ
た
こ
と
が
何
よ
り
も
心
強

か
っ
た
し
、
子
ど
も
を
大
切
に
思
っ
て

い
る
こ
と
が
、
読
者
・『
ち
い
な
か
』
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声

読
む
た
び
、
子
ど
も
の
寝
顔
を
思
い
出

す
私
で
す
。（
埼
玉
・
保
育
者
・
母
親
）

昔
、
母
が
現
役
保
育
士
だ
っ
た
頃
、

家
の
本
棚
に
並
ん
で
い
た
の
を
今
も
覚

え
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
今
は
私
が
読

み
、
子
育
て
や
仕
事
で
の
ヒ
ン
ト
や
励

ま
し
を
も
ら
っ
て
い
る
と
思
う
と
す
ご

い
な
ぁ
と
思
い
ま
す
。
大
変
な
仕
事
だ

け
ど
、「
保
育
士
っ
て
や
っ
ぱ
り
い
い

な
」と
思
え
た
の
も
『
ち
い
な
か
』の
お

か
げ
で
す
。
保
育
士
資
格
の
勉
強
、
レ

ポ
ー
ト
作
成
で
も
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
！『
ち
い
な
か
』に
力
を
も
ら
い
な
が

ら
が
ん
ば
り
ま
す
。（
兵
庫
・
保
育
者
）

二
〇
年
前
、
新
卒
で
就
職
し
た
園
が

全
員
購
読
！
と
い
う
園
だ
っ
た
の
で
、

就
職
と
同
時
に
『
ち
い
な
か
』
を
知
り

ま
し
た
。
そ
の
頃
は
泊
ま
り
の
職
員
旅

行
が
あ
り
、
ま
だ
若
か
っ
た
私
は
ほ
か

の
先
生
た
ち
と
う
ま
く
関
わ
れ
ず
、
一

人
の
時
間
が
あ
る
だ
ろ
う
…
と
『
ち
い

な
か
』
を
持
っ
て
い
き
、
旅
館
で
読
ん

で
い
る
と
、
一
つ
上
の
先
輩
に
「
何
や

っ
て
る
の
ー
！？
こ
ん
な
と
こ
ろ
ま
で
持

っ
て
き
て
！（
笑
）」と
驚
か
れ
、
み
ん

な
に
笑
わ
れ
た
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。

『
ち
い
な
か
』
は
読
み
や
す
い
し
、
読

者
の
ペ
ー
ジ
な
ど
身
近
で
共
感
で
き
る

内
容
か
ら
、
発
達
な
ど
の
勉
強
に
な
る

内
容
、
献
立
な
ど
い
ろ
い
ろ
載
っ
て
い

て
楽
し
い
一
冊
で
す
。
五
〇
年
と
い
う

長
い
年
月
を
経
て
も
、
変
わ
ら
な
い
人

た
ち
の
思
い
が
詰
ま
っ
た
『
ち
い
な

か
』。
こ
れ
か
ら
も
末
永
く
続
い
て
つ

な
が
っ
て
い
っ
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま

す
！
（
神
奈
川
・
保
育
者
）

は
じ
め
は
積
読

そ
ん
な
わ
た
し
が

な
ぜ
、ハ
マ
っ
た
か

『
ち
い
な
か
』
に
出
会
っ
て
…
早
一

〇
…
一
七
年
目
！？
保
育
士
一
年
目
か
ら

「
み
ん
な
購
読
し
て
る
か
ら
」と
言
わ
れ

て
購
読
し
始
め
、
読
ん
だ
り
、
読
ま
な

か
っ
た
り
（
ご
め
ん
な
さ
い
）。
当
時

は
毎
日
が
大
変
す
ぎ
て
、
読
む
ゆ
と
り

が
な
か
っ
た
の
か
な
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
が
、
か
ぶ
り
つ
い
て
読
む
よ
う
に
な

っ
た
の
は
、
子
育
て
が
始
ま
っ
た
か
ら

で
し
た
。
赤
ち
ゃ
ん
と
二
人
の
空
間
か

ら
逃
避
し
た
く
て
…
読
み
だ
し
た
ら
お

も
し
ろ
い
！！
ど
う
し
て
私
は
こ
ん
な
に

お
も
し
ろ
い
も
の
を
流
し
読
み
で
す
ま

せ
て
き
た
の
か
！？
と
後
悔
し
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
ず
っ
と
フ
ァ
ン
で
す
。（
兵

庫
・
保
育
者
）

最
初
は
読
め
る
の
か
な
ぁ
？
と
思
い

な
が
ら
、
半
信
半
疑
で
購
読
し
て
い

た
だ
け
だ
っ
た
の
で
す
が
、
子
育
て
を

す
る
う
ち
に
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
存

在
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。「
あ
る
あ
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る
」「
そ
う
い
う
ア
イ
デ
ア
も
あ
る
ん

だ
」「
私
と
い
っ
し
ょ
だ
」な
ど
、
安
心

で
き
る
存
在
に
。
ま
た
、
モ
ニ
タ
ー
を

す
る
こ
と
で
よ
り
考
え
る
機
会
が
あ
っ

た
り
、
自
分
の
投
稿
や
子
ど
も
た
ち
の

つ
ぶ
や
き
が
載
る
と
う
れ
し
く
っ
て
、

こ
の
う
れ
し
さ
を
広
め
た
い
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。（
三
重
・
保
育
者
・
母
親
）

保
育
園
に
勤
め
始
め
た
と
き
に
購

読
必
須
！
と
い
う
こ
と
で
取
り
始
め
ま

し
た
。
そ
の
と
き
は
初
め
て
の
こ
と
だ

ら
け
で
「
積
読
」
の
こ
と
が
多
く
あ
り

ま
し
た
。
少
し
ず
つ
余
裕
が
で
き
、
読

み
始
め
、
園
職
員
か
ら
母
親
の
立
場
に

な
り
、
目
線
も
か
わ
り
…
今
は
い
ろ
い

ろ
な
立
場
か
ら
楽
し
ん
で
読
ん
で
い
ま

す
。
特
に
子
育
て
に
つ
い
て
は
「
そ
う

そ
う
！
」と
共
感
し
、「
う
ち
だ
け
じ
ゃ

な
い
ん
や
な
ぁ
」
と
安
心
し
、
ま
す
ま

す
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
い
つ
も
あ
り
が

と
う
！
（
京
都
・
母
親
）

私
が
生
ま
れ
る
一
五
年
前
か
ら
あ
っ

た
と
は
、
す
ご
い
！
驚
き
で
す
。
私
と

『
ち
い
な
か
』
の
出
会
い
は
、
実
は
あ
ま

り
う
れ
し
く
な
い
出
会
い
で
し
た
。
新

卒
で
勤
め
た
保
育
所
で
す
す
め
ら
れ
た

の
で
す
が
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
ま
ま
購

入
と
な
り
（
読
め
ば
よ
さ
が
わ
か
る
と

思
わ
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
）、
ほ
ん

と
に
保
育
の
、
仕
事
の
何
も
か
も
よ
く

わ
か
ら
ず
、
読
み
切
れ
な
い
ま
ま
積
ま

れ
て
い
く
。
自
分
の
意
思
が
そ
こ
に
な

く
、
押
し
つ
け
の
よ
う
に
感
じ
て
い
ま

し
た
。
結
婚
を
機
に
遠
い
土
地
の
幼
稚

園
に
転
職
。『
ち
い
な
か
』と
も
離
れ
た

と
思
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
園
で
お
世

話
に
な
っ
た
、
い
っ
し
ょ
に
読
み
解
い

て
く
だ
さ
る
方
に
も
出
会
い
、「
こ
ん

な
に
勉
強
に
な
る
本
だ
っ
た
ん
だ
…
」

と
今
で
は
一
五
年
読
み
続
け
る
本
と
な

り
ま
し
た
。『
ち
い
な
か
』の
な
か
ま
の

お
か
げ
で
い
つ
も
振
り
返
り
な
が
ら
自

分
の
保
育
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
て
い

ま
す
。『
ち
い
な
か
』に
も
全
国
の
な
か

ま
に
も
感
謝
で
す
。（
岐
阜
・
保
育
者
）

『
ち
い
な
か
』
と
の
出
会
い
は
一
四

年
前
、
保
育
園
就
職
を
機
に
で
し
た
。

し
か
し
そ
の
頃
の
私
は
き
ち
ん
と
読
む

こ
と
も
せ
ず
、
た
だ
た
ま
っ
て
い
く
だ

け
の
『
ち
い
な
か
』
を
ジ
ャ
マ
だ
と
ま

で
思
っ
て
い
ま
し
た
（
す
み
ま
せ
ん

…
）。
出
産
を
機
に
専
業
主
婦
と
な
り

購
読
を
中
止
。
そ
の
後
、
子
ど
も
の

入
園
を
き
っ
か
け
に
保
育
士
に
復
帰
し

た
の
で
す
が
、
そ
の
園
の
保
育
は
疑
問

だ
ら
け
。
保
育
っ
て
こ
ん
な
ん
で
い
い

の
？
と
感
じ
る
な
か
で
、
こ
の
ま
ま
だ

と
自
分
も
こ
の
園
の
保
育
に
染
ま
っ
て

し
ま
う
と
思
い
、『
ち
い
な
か
』
の
再

購
読
を
始
め
ま
し
た
。
こ
ん
な
に
『
ち

い
な
か
』
を
読
み
た
い
と
思
う
な
ん

て
！
（
す
み
ま
せ
ん
…
）
久
し
ぶ
り
に

読
む
『
ち
い
な
か
』
は
私
の
求
め
て
い
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声

る
保
育
が
た
く
さ
ん
！
学
び
た
い
欲
が

ど
ん
ど
ん
湧
い
て
き
ま
し
た
。『
ち
い

な
か
』
は
保
育
と
子
育
て
で
悩
ん
だ
と

き
も
、
元
気
を
も
ら
い
た
い
と
き
も
力

に
な
っ
て
く
れ
る
大
切
な
パ
ー
ト
ナ
ー

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
悩
め
る
保
護
者
、

保
育
者
の
強
い
味
方
で
い
て
く
だ
さ

い
！
（
大
阪
・
保
育
者
）

す
す
め
て
く
れ
た

先
生
に
感
謝
！

自
分
で
は
気
づ
か
な
か
っ
た
「
好

き
」
を
教
え
て
く
れ
た
場
所
で
し
た
。

読
む
こ
と
が
好
き
。
知
る
こ
と
が
好

き
。
考
え
る
こ
と
が
好
き
。
書
く
こ
と

が
好
き
。
月
一
の
保
育
園
で
の
話
し
あ

い
で
「
ち
い
な
か
感
想
コ
ー
ナ
ー
」が
あ

り
、
ペ
ン
を
と
っ
て
発
表
し
、
そ
の
後

の
思
い
も
よ
ら
ぬ
「
モ
ニ
タ
ー
や
っ
て
み

な
い
？
」
と
い
う
園
長
先
生
の
声
か
け

の
お
か
げ
で
私
の
新
た
な
趣
味
が
見
つ

か
り
、
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
五

〇
周
年
、
と
て
も
す
ば
ら
し
い
で
す
。

本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
も

っ
と
も
っ
と
い
ろ
い
ろ
な
方
に
広
ま
っ

て
い
く
こ
と
を
心
か
ら
望
ん
で
お
り
ま

す
。
い
つ
も
本
当
に
気
づ
き
を
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。（
群
馬
・
母
親
）

三
年
前
、
息
子
が
保
育
園
に
入
園
し

て
か
ら
の
生
活
は
毎
日
が
バ
タ
バ
タ
で

し
た
。『
ち
い
な
か
』
は
園
で
目
に
入

る
よ
う
な
場
所
に
置
い
て
あ
っ
た
の
で

す
が
、
手
に
と
っ
て
読
む
ほ
ど
興
味
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
昨
年
、

先
生
か
ら
「
ち
い
な
か
の
ス
ス
メ
」
と

い
う
一
枚
の
紙
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
紙
に
は
先
生
の
感
想
が
か
わ
い

い
イ
ラ
ス
ト
付
き
で
書
か
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
文
章
を
読
ん
で
『
ち
い
な

か
』
を
読
ん
で
み
た
く
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
何
か
気
づ
き
が
あ
れ
ば
と
思

い
、
年
間
購
読
の
申
し
込
み
を
し
ま
し

た
。
担
当
の
先
生
は
、
行
事
な
ど
と

て
も
忙
し
い
時
期
で
も
、
一
枚
紙
を
付

け
て
『
ち
い
な
か
』
を
配
っ
て
く
れ
ま

す
。
そ
れ
を
目
次
に
読
ん
で
い
く
う
ち

に
自
分
の
お
気
に
入
り
の
連
載
も
見
つ

か
り
、
今
で
は
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。

『
ち
い
な
か
』を
つ
な
げ
て
く
だ
さ
っ
た

先
生
に
感
謝
で
す
。（
兵
庫
・
母
親
）

「
一
人
じ
ゃ
な
い
よ
」

お
と
な
同
士
を

結
び
続
け
る

私
は
新
卒
の
と
き
か
ら
ず
ー
っ
と
購

読
し
て
い
る
の
で
、
購
読
歴
は
三
〇
年

に
な
り
ま
す
。
長
い
お
つ
き
あ
い
で
、

家
の
本
棚
に
は
ず
ら
ー
っ
と
『
ち
い
な

か
』
が
並
ん
で
い
ま
す
。
園
の
懇
談
会

の
と
き
に
は
、
必
ず
『
ち
い
な
か
』
で
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学
び
、
資
料
作
り
に
活
用
し
て
い
ま

す
。
自
分
の
実
践
報
告
を
書
か
せ
て
も

ら
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
自
分
の
文
章
が

『
ち
い
な
か
』
に
載
っ
た
と
き
は
ド
キ

ド
キ
し
て
読
み
ま
し
た
。
一
番
う
れ
し

か
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
一
歳
児
ク
ラ

ス
の
担
任
を
し
て
い
た
と
き
に
、
保
護

者
が
読
者
の
ぺ
ー
ジ
に
投
稿
し
、「
笑

顔
が
ス
テ
キ
で
、
ク
ラ
ス
の
子
一
人
ひ

と
り
を
大
切
に
し
て
く
れ
る
保
育
士
さ

ん
で
、
担
任
に
な
っ
て
く
れ
て
う
れ
し

い
」
と
私
の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
た
こ

と
で
す
。
と
っ
て
も
う
れ
し
く
て
、
今

で
も
保
育
士
を
続
け
る
活
力
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
『
ち
い
な
か
』

で
学
び
な
が
ら
保
育
士
の
仕
事
を
が

ん
ば
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。（
群

馬
・
保
育
者
）

『
ち
い
な
か
』
と
の
出
会
い
は
、
長

女
が
入
っ
た
園
で
購
読
を
す
す
め
ら
れ

て
か
ら
で
す
。
毎
月
娘
の
ポ
ス
ト
に
入

っ
て
い
る
と
う
れ
し
く
て
、
読
む
と
ほ

っ
こ
り
し
た
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

転
園
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
先
の
園

で
は
購
読
の
取
り
扱
い
が
な
く
…
迷
わ

ず
個
人
で
の
定
期
購
読
を
決
め
て
今
に

至
り
ま
す
。
子
育
て
、
保
育
と
は
無
縁

の
人
生
で
し
た
が
、
そ
れ
だ
け
に
ま
だ

ま
だ
自
分
が
知
ら
な
い
世
界
が
あ
る
こ

と
、
そ
し
て
保
育
と
い
う
世
界
は
未
来

が
感
じ
ら
れ
る
、
幸
せ
な
場
だ
と
い
う

こ
と
を
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。
私
は
保

護
者
と
い
う
立
場
で
す
が
、
読
者
は
保

育
者
の
方
も
い
て
文
字
ど
お
り
、「
保

育
者
と
父
母
を
結
ぶ
」
雑
誌
と
感
じ
て

い
ま
す
。『
ち
い
な
か
』
に
よ
り
、
保

育
に
対
す
る
知
識
や
考
え
が
深
ま
っ
て

い
ま
す
。
娘
た
ち
が
親
に
な
っ
た
と
し

た
ら
そ
の
と
き
ぜ
ひ
、
紹
介
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。（
群
馬
・
母
親
）

『
ち
い
な
か
』
か
ら
感
じ
ら
れ
る
や

さ
し
い
ま
な
ざ
し
が
大
好
き
で
す
。

今
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
お
と
な
同
士

が
じ
っ
く
り
顔
を
合
わ
せ
て
話
を
す
る

こ
と
が
む
つ
か
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

一
人
で
悩
ん
で
い
る
お
母
さ
ん
、
お
父

さ
ん
、
保
育
者
に
と
っ
て
、『
ち
い
な

か
』
は
「
自
分
だ
け
じ
ゃ
な
い
ん
だ
」

「
こ
の
人
と
同
じ
な
ん
だ
」
と
共
感
を

も
っ
て
読
ん
で
も
ら
え
る
と
思
い
ま

す
。（
島
根
・
理
事
長
）

全
国
合
研
集
会
に
（
参
加
者
や
実

行
委
員
と
し
て
）
参
加
を
重
ね
る
な

か
で
、
日
常
的
に
全
国
の
な
か
ま
と
手

を
つ
な
い
で
い
る
と
実
感
で
き
る
の
が

『
ち
い
さ
い
な
か
ま
』だ
と
身
に
し
み
て

思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
い
つ
で
も

ど
こ
で
も
、『
ち
い
さ
い
な
か
ま
』を
開

け
ば
実
践
を
交
流
し
た
り
、
理
論
を
学

ん
だ
り
し
て
、
自
分
の
燃
料
・
栄
養
を

補
給
し
、
指
針
を
得
る
こ
と
が
で
き
る

と
思
い
ま
す
。（
東
京
・
園
職
員
）

（
次
号
に
続
く
）
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　Fax 03-6265-3230
　Email
　udg79423@nifty.com

『
ち
い
な
か
』
創
刊
五
〇
周
年
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
私
が
四
三
歳
な

の
で
、
今
読
み
親
し
ん
で
い
る
小
さ
な

冊
子
が
、
自
分
が
生
ま
れ
る
前
か
ら

そ
の
時
代
時
代
の
お
と
な
た
ち
が
、
よ

り
良
い
保
育
の
た
め
に
連
綿
と
語
り
合

い
、
活
動
を
続
け
ら
れ
て
き
た
証
な
の

だ
と
思
う
と
、
と
て
も
大
き
な
背
中
を

見
て
い
る
よ
う
な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

私
は
一
〇
歳
、
七
歳
、
三
歳
、
全
員

男
の
子
の
母
親
で
す
。『
ち
い
な
か
』

は
保
育
士
を
し
て
い
る
叔
母
か
ら
の
勧

め
で
、
長
男
を
保
育
所
に
預
け
る
タ
イ

ミ
ン
グ
（
生
後
半
年
）
で
購
読
を
始
め

ま
し
た
。

初
め
て
の
育
児
だ
っ
た
の
で
、『
ち

い
な
か
』
を
読
ん
で
「
み
ん
な
同
じ

よ
う
に
が
ん
ば
っ
て
い
る
ん
だ
な
ぁ
」

「
同
じ
気
持
ち
の
人
が
い
る
ん
だ
な
ぁ
」

と
通
勤
電
車
の
中
で
涙
ぐ
ん
だ
こ
と
が

何
度
も
あ
り
ま
し
た
。

初
め
て
目
の
当
た
り
に
す
る
子
ど
も

の
成
長
に
つ
い
て
、
ネ
ッ
ト
を
開
け
ば

い
く
ら
で
も
情
報
は
あ
り
ま
す
。
で
す

が
、
個
人
的
主
観
や
ク
チ
コ
ミ
程
度
の

も
の
も
あ
ふ
れ
か
え
っ
て
い
ま
す
。
き

っ
と
マ
マ
た
ち
も
つ
な
が
り
た
い
ん
だ

ろ
う
、
ち
ょ
っ
と
で
も
同
じ
思
い
を
し

て
い
る
マ
マ
た
ち
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
し

た
い
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
が
、
根
拠

や
責
任
が
な
い
も
の
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
な
か
で
、『
ち
い

な
か
』
は
ま
さ
に
保
育
現
場
で
日
々
子

ど
も
た
ち
と
向
き
合
っ
て
い
る
保
育
士

の
先
生
、
保
育
や
医
療
（
小
児
科
）
の

梶
本
久
美
子

兵
庫
・

購
読
歴
一
〇
年
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『ちいさいなかま』

●「わたしとちいさいなかま」 
をめぐる思い出やエピソード
をお送りください。

専
門
家
の
み
な
さ
ん
が
記
名
で
寄
稿
さ

れ
て
い
て
、
あ
た
ふ
た
し
な
が
ら
も
通

勤
電
車
の
中
で
没
頭
し
て
読
む
ち
い
さ

な
冊
子
は
私
の
支
え
で
し
た
。

そ
し
て
二
男
が
生
ま
れ
、
二
人
を
預

け
て
時
短
な
が
ら
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
す

る
な
か
で
、『
ち
い
な
か
』
か
ら
教
え

て
も
ら
う
保
育
士
さ
ん
た
ち
の
保
育
の

く
ふ
う
や
苦
労
、
行
事
の
あ
り
方
な
ど

「
よ
り
深
く
保
育
所
を
理
解
す
る
」
と

い
う
読
み
方
に
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

命
を
預
け
る
場
所
と
は
思
っ
て
い
な

が
ら
、
保
育
士
さ
ん
が
わ
が
子
の
い
ろ

い
ろ
に
気
づ
い
て
く
れ
な
か
っ
た
こ
と

な
ど
に
落
胆
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

が
、『
ち
い
な
か
』
か
ら
「
子
ど
も
・

保
育
は
好
き
だ
け
ど
、
保
護
者
と
話
す

の
は
苦
手
」「
保
育
士
を
し
て
い
る
け

れ
ど
実
は
人
見
知
り
」
と
い
う
保
育
士

さ
ん
た
ち
も
い
る
、
と
い
う
こ
と
を
知

り
ま
し
た
。

ま
た
、
見
逃
し
や
見
落
と
し
が
発
生

し
て
し
ま
う
保
育
現
場
の
過
酷
さ
を
理

解
し
て
、
私
も
子
ど
も
が
お
世
話
に
な

っ
て
い
る
保
育
所
を
知
っ
て
い
か
な
い

と
い
け
な
い
な
、
と
思
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

そ
し
て
購
読
七
年
を
過
ぎ
て
、
つ
ま

り
保
育
所
生
活
も
七
巡
目
〜
八
巡
目
と

な
っ
て
き
た
頃
、
三
男
は
と
て
も
育
て

や
す
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
さ
す
が
に

私
も
三
人
目
の
育
児
で
、
大
抵
の
こ
と

で
は
驚
い
た
り
あ
わ
て
た
り
す
る
こ
と

も
な
く
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
職
場
で
は
ま
わ
り
は
年
下

だ
ら
け
で
、
女
性
で
は
私
が
一
番
年
長

（
し
か
も
男
性
の
課
長
以
外
全
員
女
性
）

と
な
り
ま
し
た
。（
一
〇
月
号
へ
続
く
）

まだまだ
募集しています！
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（
九
月
号
か
ら
の
続
き
）

一
方
、
職
場
で
は
ま
わ
り
は
年
下

だ
ら
け
で
、
女
性
で
は
私
が
一
番
年
長

（
し
か
も
男
性
の
課
長
以
外
全
員
女
性
）

と
な
り
ま
し
た
。
経
験
も
あ
る
た
め
、

後
輩
や
派
遣
さ
ん
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

す
る
よ
う
な
立
場
に
な
り
ま
し
た
。
で

す
が
、
既
婚
で
子
ど
も
が
い
て
時
短
勤

務
な
の
は
私
だ
け
で
す
。

こ
の
頃
か
ら
、『
ち
い
な
か
』
で
取

り
上
げ
ら
れ
る
「
職
場
の
人
間
関
係
」

の
テ
ー
マ
が
特
に
気
に
な
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。「
先
輩
が
忙
し
そ
う
で
質

問
で
き
な
い
」「
思
い
切
っ
て
質
問
し

た
ら
、
そ
の
く
ら
い
自
分
で
考
え
て
や

っ
て
と
言
わ
れ
て
自
信
を
な
く
し
た
」

「
考
え
て
や
っ
た
こ
と
な
の
に
否
定
さ

れ
た
」
な
ど
な
ど
、
こ
れ
は
保
育
現
場

だ
か
ら
で
は
な
く
、
ど
こ
の
職
場
で
も

起
こ
る
シ
ー
ン
で
す
よ
ね
。
そ
し
て
、

年
齢
や
キ
ャ
リ
ア
か
ら
、
後
輩
た
ち
を

束
ね
る
・
導
く
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
い
な
が

ら
、
就
学
前
の
子
ど
も
が
い
る
た
め
に

時
短
や
休
み
が
多
く
、
後
輩
の
フ
ォ
ロ

ー
な
し
に
は
働
け
な
い
、
後
輩
の
お
世

話
に
な
っ
て
い
る
ワ
ー
キ
ン
グ
マ
マ
た

ち
、
き
っ
と
私
だ
け
で
は
な
く
た
く
さ

ん
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ベ
テ
ラ
ン
と
新
人
、
正
規
と
非
正

規
、
こ
れ
ら
の
間
に
起
こ
る
コ
ン
フ
リ

ク
ト
は
保
育
現
場
だ
け
で
は
な
い
は
ず

で
す
。
後
輩
が
ど
う
考
え
て
い
る
の
か

わ
か
ら
な
い
と
常
に
気
を
揉
ん
だ
り
不

安
に
な
っ
た
り
し
て
い
ま
す
が
、『
ち

い
な
か
』
で
の
新
人
保
育
士
さ
ん
た
ち

梶
本
久
美
子

兵
庫
・

購
読
歴
一
〇
年
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『ちいさいなかま』

●「わたしとちいさいなかま」 
をめぐる思い出やエピソード
をお送りください。

の
投
書
を
読
ん
で
、
ふ
ん
ふ
ん
そ
う
か

ぁ
と
気
づ
く
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
ま
た
ベ
テ
ラ
ン
さ
ん
の
ち
ょ
っ
と

の
気
遣
い
や
声
が
け
を
明
日
か
ら
真
似

し
て
み
よ
う
と
勇
気
づ
け
ら
れ
ま
す
。

そ
し
て
施
設
長
さ
ん
の
苦
労
を
慮
っ

て
、
チ
ー
ム
を
作
っ
て
い
く
た
め
の
一

つ
の
ピ
ー
ス
と
し
て
自
身
が
ど
う
あ
る

べ
き
か
、
考
え
ま
す
。
や
は
り
ワ
ー
キ

ン
グ
マ
マ
と
し
て
、『
ち
い
な
か
』に
助

け
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

購
読
一
〇
年
目
、
改
め
て
振
り
返
っ

て
み
る
と
、
私
の
『
ち
い
な
か
』
の
読

み
方
も
変
化
が
あ
っ
た
の
だ
な
ぁ
と
思

い
ま
す
。
き
っ
と
『
ち
い
な
か
』も
五
〇

年
前
と
今
で
は
考
え
方
・
記
事
の
内
容

が
ま
っ
た
く
違
う
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ

う
。
で
も
そ
の
根
本
で
あ
る
、
子
ど
も

た
ち
の
安
心
安
全
な
暮
ら
し
の
た
め
、

豊
か
な
保
育
環
境
の
た
め
、
ひ
い
て
は

子
ど
も
た
ち
や
社
会
の
明
る
い
未
来
の

た
め
に
ど
う
し
た
ら
い
い
か
、
み
ん
な

で
考
え
て
い
こ
う
よ
、
と
い
う
メ
ッ
セ

ー
ジ
は
揺
る
ぎ
な
い
の
だ
と
思
い
ま
す
。

わ
が
家
の
保
育
所
生
活
は
、
残
す
と

こ
ろ
あ
と
三
年
に
な
り
ま
し
た
。
小
学

生
に
な
っ
た
長
男
・
二
男
の
生
活
を
見

る
と
、
三
男
も
早
く
小
学
生
に
な
っ
て

く
れ
ー（
送
迎
か
ら
解
放
さ
れ
た
い
〜
）

と
思
い
ま
す
が
、
こ
ん
な
に
愛
情
深
く

わ
が
子
を
見
て
く
れ
て
、
身
近
に
な
ん

で
も
話
せ
る
保
育
所
と
の
つ
な
が
り
が

終
わ
っ
て
し
ま
う
の
か
と
思
う
と
、
少

し
寂
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
で
す

が
、
今
後
も
『
ち
い
な
か
』
を
読
み
な

が
ら
全
国
の
子
ど
も
を
思
う
み
な
さ
ん

と
つ
な
が
り
、
共
育
て
の
一
員
と
な
っ

て
い
け
た
ら
な
ぁ
と
思
い
ま
す
。

まだまだ
募集しています！
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鹿
又
智
子

福
島
・

購
読
歴
四
二
年

一
九
七
九
年
四
月
、
今
か
ら
四
二
年

前
、
短
大
を
卒
業
し
た
私
は
、
東
京
都

板
橋
区
高
島
平
の
公
立
保
育
園
に
勤
め

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
同
じ
福
島
出

身
の
先
輩
保
育
士
さ
ん
か
ら
「
こ
れ
読

ん
で
み
な
い
？
」
と
勧
め
ら
れ
た
の
が

『
ち
い
さ
い
な
か
ま
』
で
す
。

当
時
勤
め
た
保
育
園
は
、
ゼ
ロ
歳
児

九
人
を
看
護
師
一
人
と
保
育
士
四
人
で

担
当
、
一
歳
児
九
人
を
保
育
士
三
人
、

二
歳
児
一
二
人
を
保
育
士
三
人
、
三
歳

〜
五
歳
児
ま
で
は
複
数
担
任
で
用
務
の

職
員
も
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
あ
た
り
ま

え
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
福
島
に
戻
っ

て
保
育
所
に
勤
め
た
と
き
は
配
置
基
準

の
低
さ
に
驚
き
ま
し
た
。

東
京
時
代
の
同
僚
に
「
一
度
は
合

研
（
全
国
保
育
団
体
合
同
研
究
集
会
）

に
行
っ
て
み
る
と
い
い
よ
」
と
聞
い
て

い
た
の
で
、『
ち
い
さ
い
な
か
ま
』
を

頼
り
に
、
た
っ
た
一
人
で
湯
田
中
（
長

野
県
山
ノ
内
町
）
の
会
場
に
出
か
け
ま

し
た
。
そ
こ
で
福
島
の
な
か
ま
に
出
会

い
、
福
島
県
保
育
連
絡
会
の
立
ち
上
げ

や
「
保
育
の
つ
ど
い
」
に
関
わ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

一
九
八
二
年
、
農
繁
期
の
み
開
設
す

る
季
節
保
育
所
を
二
年
間
任
さ
れ
、
そ

こ
で
の
実
践
を
次
の
年
の
合
研
「
あ
そ

び
と
生
活
」
の
分
科
会
で
報
告
し
ま
し

た
。
そ
れ
が
き
っ
か
け
で
、
一
九
八
三

年
一
一
月
号
の
『
ち
い
さ
い
な
か
ま
』

に
実
践
が
載
り
ま
し
た
。
う
れ
し
か
っ

た
！！
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『ちいさいなかま』

●「わたしとちいさいなかま」 
をめぐる思い出やエピソード
をお送りください。

『
ち
い
さ
い
な
か
ま
』
は
、
私
を
保

育
士
と
し
て
育
て
、
保
育
運
動
や
た
く

さ
ん
の
保
育
の
な
か
ま
と
つ
な
げ
て
く

れ
た
大
切
な
本
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
多

く
の
方
々
に
読
ん
で
ほ
し
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。

森
本
夕
貴

大
阪
・

購
読
歴
一
五
年

五
〇
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
実
は
、
入
所
時
の
購
読
募
集
で
は

申
し
込
み
そ
び
れ
て
い
ま
し
た
。
父
母

の
会
で
民
営
化
問
題
に
取
り
組
ん
で
い

た
と
き
に
『
ち
い
な
か
』
担
当
が
紹
介

し
た
手
記
に
危
機
感
を
覚
え
、
も
っ
と

知
り
た
く
な
り
購
読
開
始
。
彼
女
の

「
仕
事
や
子
育
て
に
お
い
て
も
何
度
も
こ

の
本
に
励
ま
さ
れ
、
慰
め
ら
れ
た
」と
い

う
こ
と
ば
に
も
背
中
を
押
さ
れ
ま
し
た
。

彼
女
の
お
子
さ
ん
は
延
長
保
育
の
時

間
に
わ
が
娘
と
よ
く
あ
そ
ん
で
く
れ

て
、
親
子
で
私
た
ち
親
子
に
温
か
く
接

し
て
く
れ
た
憧
れ
の
先
輩
で
す
。
そ
ん

な
人
で
も
悩
み
、
励
ま
し
を
求
め
る
の

か
と
関
心
が
わ
い
た
の
と
、
憧
れ
の
人

を
ま
ね
た
い
と
い
う
動
機
も
。

購
読
を
始
め
て
、
通
勤
電
車
内
で

取
り
出
す
と
、
向
か
い
に
も
『
ち
い
な

か
』
を
読
む
人
が
。
ど
ち
ら
と
も
な
く

声
を
か
け
あ
い
、
乗
り
合
わ
せ
て
会
話

す
る
の
が
楽
し
み
な
仲
に
な
り
ま
し
た
。

直
接
の
出
会
い
だ
け
で
な
く
、
顔
も

知
ら
な
い
け
ど
、
立
場
も
地
域
も
越
え

て
「
な
か
ま
が
い
た
！
」
と
誌
面
で
実

感
で
き
る
、
人
と
人
を
つ
な
ぐ
『
ち
い

な
か
』
が
さ
ら
に
多
く
の
人
に
届
き
ま

す
よ
う
に
！

まだまだ
募集しています！

イラスト 近藤理恵
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みんなで祝おう！！
みんなの『ちいさいなかま』

50
周年

●６月号と７月号に掲載した祝！創刊50周年クイズは、
まだ受付中です（全問正解者にはつちだよしはるさんのイ
ラスト入りミニトートバッグ＋お弁当箱をプレゼント）。
むずかしいのは、Q5の創刊号の定価。これは８月号のど
こかに答えがありますので、探してみてください。

●送り先
　Fax 03-6265-3230
　Email
　udg79423@nifty.com

『
ち
い
な
か
』
創
刊
五
〇
周
年
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
半
世
紀
も
の
長

い
間
、
た
く
さ
ん
の
人
に
読
み
継
が
れ

て
い
る
よ
う
な
雑
誌
は
、
私
の
知
っ
て

い
る
限
り
他
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

振
り
返
る
と
、
保
育
士
に
な
っ
て
か

ら
ず
っ
と
私
の
傍
ら
に
は
い
つ
も
『
ち

い
な
か
』
が
あ
り
ま
し
た
。
保
育
士

に
な
り
た
て
の
頃
、
保
育
の
「
保
」
の

字
も
わ
か
ら
ず
悩
み
、
困
っ
て
い
た
と

き
、
先
輩
か
ら
「
こ
れ
読
ん
で
み
た

ら
」
と
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
開
い
て
み

る
と
、
ヒ
ン
ト
に
な
る
記
事
が
た
く
さ

ん
ち
り
ば
め
ら
れ
、「
あ
ぁ
、
そ
う
い
う

意
味
が
あ
っ
た
の
か
」「
す
ご
い
な
あ
」

「
こ
ん
な
ふ
う
に
考
え
て
広
げ
て
い
く
の

か
」「
私
も
こ
ん
な
実
践
を
書
い
て
み
た

い
な
あ
」な
ど
、
い
つ
も
感
心
し
て
読
ん

で
い
ま
し
た
。
ま
た
、「
こ
の
こ
と
に
つ

い
て
知
り
た
い
な
あ
」
と
思
う
と
、
不

思
議
と
タ
イ
ム
リ
ー
な
記
事
に
出
会
う

こ
と
も
多
く
、
と
て
も
助
か
り
ま
し
た
。

『
ち
い
な
か
』
を
読
み
続
け
る
こ
と

で
、
保
育
の
土
台
と
い
う
か
根
本
が
知

ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
積
み
重
な
っ
て

き
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
子
ど
も
の
発

達
の
見
方
、
行
事
で
大
切
に
す
る
こ

と
、
毎
日
の
生
活
と
あ
そ
び
の
大
切
さ

な
ど
、
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
ゼ
ロ
歳
児
ク
ラ
ス
で
作
り

た
め
て
い
た
子
ど
も
た
ち
の
お
も
ち
ゃ

を
投
稿
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

れ
が
か
わ
い
い
イ
ラ
ス
ト
と
と
も
に

『
赤
ち
ゃ
ん
の
た
め
の
手
づ
く
り
お
も

春
山
明
美

兵
庫
・

購
読
歴
三
五
年
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わ・た
・し・
と

『ちいさいなかま』

●「わたしとちいさいなかま」 
をめぐる思い出やエピソード
をお送りください。

ち
ゃ
』
と
い
う
本
に
な
り
、
と
て
も
う

れ
し
か
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

そ
こ
か
ら
、「
園
で
人
気
の
ふ
れ
あ
い

あ
そ
び
」
や
「
ベ
テ
ラ
ン
保
育
者
の
あ

そ
び
の
ワ
ザ
！
」
な
ど
連
載
の
執
筆
に

つ
な
が
り
ま
し
た
。「
来
月
は
こ
れ
を
」 

と
思
っ
て
い
て
も
、
日
々
の
忙
し
さ
に

追
わ
れ
、
い
つ
も
締
め
切
り
ギ
リ
ギ
リ

に
な
り
な
が
ら
も
、
何
年
か
連
載
さ
せ

て
も
ら
い
、
自
分
自
身
の
保
育
の
幅
も

広
が
っ
て
い
っ
た
と
思
い
ま
す
。

私
は
現
在
、
子
育
て
支
援
の
担
当
も

兼
ね
、
育
児
相
談
に
の
っ
た
り
、
わ
ら

べ
う
た
や
絵
本
の
育
児
講
座
を
行
っ
た

り
し
て
い
ま
す
。
保
育
園
や
地
域
の
お

母
さ
ん
た
ち
の
子
育
て
の
悩
み
に
応
じ

て
『
ち
い
な
か
』
の
記
事
を
紹
介
し
た

り
、
お
話
し
し
た
り
、
購
読
を
す
す
め

た
り
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
園
の
ち
い
な
か
係
も
担
当
し

て
い
ま
す
。
毎
月
送
ら
れ
て
く
る
箱
か

ら
雑
誌
を
取
り
出
す
と
き
、
表
紙
の
や

さ
し
い
色
合
い
を
見
る
の
が
密
か
な
楽

し
み
で
す
。
子
ど
も
た
ち
の
ち
い
さ
な

つ
ぶ
や
き
（
口
頭
詩
）
が
あ
ま
り
に
も

か
わ
い
く
て
ふ
き
だ
す
こ
と
も
。
そ
し

て
、
く
ふ
う
を
凝
ら
し
た
特
集
は
も
ち

ろ
ん
、
あ
そ
び
や
絵
本
の
紹
介
も
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
『
ち
い
な
か
』
と
深

く
、
末
永
い
お
つ
き
あ
い
を
し
た
い
で

す
。
五
十
路
を
超
え
て
、
な
お
、
め
ぐ

っ
て
い
く
時
代
の
流
れ
に
の
り
、
元
気

で
味
の
あ
る
雑
誌
に
な
っ
て
く
だ
さ

い
。
私
の
片
隅
に
あ
る
『
ち
い
な
か
』

の
ま
す
ま
す
の
活
躍
を
お
祈
り
し
、
お

祝
い
の
こ
と
ば
と
し
ま
す
。

まだまだ
募集しています！

『赤ちゃんのための手づくりおもちゃ』
春山明美 著　近藤理恵 絵
B5変型80ページ
定価1540円
ちいさいなかま社
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みんなで祝おう！！
みんなの『ちいさいなかま』

50
周年

●６月号と７月号に掲載した祝！創刊50周年クイズは、
まだ受付中です（全問正解者にはつちだよしはるさんのイ
ラスト入りミニトートバッグ＋お弁当箱をプレゼント）。
むずかしいのは、Q5の創刊号の定価。これは８月号のど
こかに答えがありますので、探してみてください。

●送り先
　Fax 03-6265-3230
　Email
　udg79423@nifty.com

小
林
秀
樹

埼
玉
・

購
読
歴
一
四
年

『
ち
い
な
か
』
創
刊
五
〇
周
年
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

私
は
、
勤
務
園
で
初
め
て
の
男
性
保

育
士
で
す
。
入
職
当
時
は
右
も
左
も
わ

か
ら
ず
、
そ
の
日
を
こ
な
す
こ
と
で
精

い
っ
ぱ
い
の
日
々
。
実
習
と
は
違
い
、
保

育
園
で
働
く
こ
と
の
大
変
さ
、
む
ず
か

し
さ
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
先
輩
の
保

育
に
あ
こ
が
れ
、
真
似
を
す
る
も
の
の

う
ま
く
い
か
ず
、「
自
分
に
保
育
は
向
い

て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
」「
こ
の
ま
ま

保
育
士
を
続
け
て
も
、
子
ど
も
た
ち
の

成
長
の
助
け
に
は
な
ら
ず
、
逆
に
足
を

引
っ
張
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
」
と

悩
ん
で
い
ま
し
た
。
ほ
か
の
先
生
方
も

気
を
使
っ
て
声
を
か
け
て
く
れ
た
り
、

話
を
聞
い
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
が
、
転

職
を
考
え
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
と
き
、『
ち
い
な
か
』の
男
性

保
育
士
さ
ん
た
ち
の
記
事
を
読
ん
で
、

自
分
と
同
じ
よ
う
な
悩
み
を
も
ち
な
が

ら
も
模
索
し
て
乗
り
越
え
、
保
育
を
楽

し
む
男
性
保
育
士
さ
ん
た
ち
が
い
る
こ

と
を
知
り
、
私
の
励
み
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
埼
玉
で
開
催
さ
れ
た
第
四
九

回
全
国
保
育
団
体
合
同
研
究
集
会
の
会

場
責
任
者
に
な
っ
た
と
き
は
、
多
く
の

『
ち
い
な
か
』
読
者
の
な
か
ま
に
会
い
ま

し
た
。
会
場
の
点
検
や
指
示
な
ど
で
て

ん
て
こ
ま
い
だ
っ
た
と
き
に
、「
疲
れ

て
な
い
？
」「
ち
ょ
っ
と
休
ん
で
い
き
な

さ
い
」
と
声
を
か
け
て
く
れ
た
の
は
、

『
ち
い
な
か
』
の
な
か
ま
た
ち
で
し
た
。

そ
こ
で
知
り
あ
っ
た
先
生
た
ち
と
は
今
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わ・た
・し・
と

『ちいさいなかま』

●「わたしとちいさいなかま」 
をめぐる思い出やエピソード
をお送りください。

で
も
つ
な
が
っ
て
い
て
、「
コ
ロ
ナ
禍

で
ど
ん
な
保
育
を
し
て
る
？
」「
こ
ん

な
研
修
が
あ
る
け
ど
、
参
加
し
て
み
な

い
？
」
な
ど
情
報
交
換
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
い
ろ
い
ろ
な
先
生
方

の
体
験
談
や
考
え
を
読
ま
せ
て
い
た
だ

き
、
日
々
の
保
育
に
励
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
『
ち
い
さ

い
な
か
ま
』
！
こ
れ
か
ら
も
い
っ
し
ょ

に
が
ん
ば
ろ
う
ね
！

小
畑
茜

群
馬
・

購
読
歴
三
年

『
ち
い
な
か
』
担
当
に
な
っ
て
二
年

目
の
栄
養
士
で
す
。『
ち
い
な
か
』
の

購
読
者
を
増
や
す
た
め
に
『
ち
い
な
か

だ
よ
り
』
を
作
っ
た
り
、
懇
談
会
で
保

護
者
に
紹
介
し
た
り
と
、
職
員
み
ん
な

で
広
げ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
な
か
、
う

れ
し
い
こ
と
に
今
年
度
か
ら
園
の
購
読

数
が
三
〇
冊
を
達
成
し
、
園
に
直
送
し

て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

私
は
給
食
職
員
で
あ
り
、
二
児
の
母

で
も
あ
り
ま
す
。『
ち
い
な
か
』は
、
保

護
者
と
保
育
者
、
両
者
の
意
見
が
書
か

れ
て
い
る
の
で
、「
自
分
と
同
じ
こ
と

で
悩
ん
で
い
る
」「
こ
ん
な
考
え
方
も

あ
る
ん
だ
」「
コ
ロ
ナ
禍
の
対
応
を
こ

ん
な
ふ
う
に
し
て
い
る
ん
だ
」
な
ど
、

た
く
さ
ん
の
共
感
や
発
見
が
あ
り
ま
す
。

私
は
活
字
が
あ
ま
り
得
意
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、『
ち
い
な
か
』
は
写
真
や

イ
ラ
ス
ト
も
多
い
の
で
、
サ
ク
サ
ク
読

め
ま
す
。
四
月
に
な
っ
た
ら
、
保
護
者

に
見
本
誌
を
配
布
し
、『
ち
い
な
か
』

を
知
っ
て
も
ら
い
、
購
読
者
を
増
や
し

て
い
き
た
い
と
今
か
ら
考
え
て
い
ま
す
。

まだまだ
募集しています！

イラスト 近藤理恵
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みんなで祝おう！！
みんなの『ちいさいなかま』

50
周年

●６月号と７月号に掲載した祝！創刊50周年クイズは、
まだ受付中です（全問正解者にはつちだよしはるさんのイ
ラスト入りミニトートバッグ＋お弁当箱をプレゼント）。
むずかしいのは、Q5の創刊号の定価。これは８月号のど
こかに答えがありますので、探してみてください。

●送り先
　Fax 03-6265-3230
　Email
　udg79423@nifty.com

川
根
章
子

兵
庫
・

購
読
歴
一
八
年

『
ち
い
な
か
』
創
刊
五
〇
周
年
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

保
育
士
一
年
目
の
と
き
、「
み
ん
な

入
っ
て
る
し
、
み
ん
な
と
っ
て
も
ら
っ

て
る
か
ら
！
」
と
先
輩
に
言
わ
れ
、
な

ん
の
こ
と
か
ま
っ
た
く
わ
か
ら
な
か
っ

た
の
に
「
ハ
イ
！
」
と
返
事
し
た
私
。

後
に
、「
入
っ
て
る
」
＝
労
働
組
合
、

「
と
っ
て
る
」
＝
『
ち
い
な
か
』
だ
と

わ
か
り
ま
し
た
。
恥
ず
か
し
な
が
ら
新

人
保
育
士
と
し
て
必
死
だ
っ
た
頃
は
、

『
ち
い
な
か
』
を
開
く
こ
と
は
ほ
と
ん

ど
な
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
な
ん

て
も
っ
た
い
な
い
こ
と
を
し
て
い
た
ん

だ
ろ
う
！！

「
ち
い
な
か
の
ス
ス
メ
」
を

毎
号
は
さ
ん
で

妊
娠
し
て
産
休
に
入
っ
た
と
き
、
山

と
積
ん
で
い
た
『
ち
い
な
か
』
を
手
に

取
る
よ
う
に
な
り
、
二
人
目
の
産
休
で

つ
い
に
『
ち
い
な
か
』
モ
ニ
タ
ー
に
応

募
！
『
ち
い
な
か
』
を
開
き
も
し
な
か

っ
た
私
で
す
が
、
ホ
ン
ト
〜
に
お
も
し

ろ
い
ぞ
、
学
べ
る
し
、
ス
ト
レ
ス
解
消

に
も
な
る
よ
！
ち
ょ
っ
と
で
も
開
い
て

見
て
！
と
、『
ち
い
な
か
』
の
お
も
し

ろ
さ
を
み
ん
な
に
伝
え
た
い
と
思
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
ど
う
し
た
ら
少

し
で
も
『
ち
い
な
か
』
を
読
む
気
に
な

る
か
な
あ
…
と
考
え
、
は
じ
め
た
の
は

「
ち
い
な
か
の
ス
ス
メ
」
と
い
う
超
！

個
人
の
主
観
で
の
「
今
月
号
こ
こ
が
お

も
し
ろ
か
っ
た
！
」
と
走
り
書
き
し
た
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わ・た
・し・
と

『ちいさいなかま』

●「わたしとちいさいなかま」 
をめぐる思い出やエピソード
をお送りください。

メ
モ
を
、
毎
号
に
は
さ
む
こ
と
で
し
た
。

そ
ん
な
な
か
今
年
度
ち
い
な
か
担
当

に
な
り
ま
し
た
。
園
に
届
い
た
『
ち
い

な
か
』
が
入
っ
た
段
ボ
ー
ル
箱
を
開
け

て
、
中
に
ぎ
っ
し
り
入
っ
て
い
る
『
ち
い

な
か
』
と
対
面
す
る
瞬
間
が
私
は
大
好

き
で
す
。
ど
ん
な
に
忙
し
く
て
も
、
そ

の
瞬
間
だ
け
は
わ
く
わ
く
ド
キ
ド
キ
。

私
の
ホ
ッ
と
す
る
時
間
で
も
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
メ
モ
を
は
さ
ん
だ
り
、
こ

れ
は
！
と
思
っ
た
記
事
は
『
ち
い
な
か
』

を
購
読
し
て
い
な
い
保
護
者
に
も
読
ん

で
も
ら
っ
た
り
、
ポ
ス
タ
ー
を
作
っ
て

み
た
り
、
直
接
声
を
か
け
て
み
た
り
し

な
が
ら
、
普
及
に
取
り
く
ん
で
い
ま
す
。

読
む
ゆ
と
り
が
な
い
の
は

働
き
方
が
問
題
！

年
々
デ
ジ
タ
ル
社
会
に
な
る
に
つ
れ

て
、「
本
を
読
ま
な
い
」
と
い
う
人
が

増
え
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。「
こ

の
保
護
者
は
絶
対
に
読
ん
で
く
れ
そ

う
」
と
思
っ
て
声
を
か
け
て
も
、「
読

む
の
は
好
き
だ
け
ど
、
読
む
時
間
が
な

く
て
」と
お
っ
し
ゃ
る
方
も
多
い
で
す
。

読
む
ゆ
と
り
を
つ
く
れ
な
い
の
は
、

こ
の
日
本
社
会
の
働
き
方
を
改
善
し
な

い
と
！
と
思
う
し
、
ゆ
と
り
が
あ
れ
ば

活
字
離
れ
や
本
に
対
す
る
意
識
も
変
わ

り
そ
う
な
気
も
し
ま
す
。

そ
う
い
う
考
え
方
も
、
私
は
『
ち
い

な
か
』
に
教
え
て
も
ら
っ
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。
今
の
私
に
で
き
る
こ
と
は
、

こ
の
『
ち
い
な
か
』
愛
を
あ
き
ら
め
ず

に
、
購
読
な
か
ま
を
増
や
す
こ
と
で

す
！
微
力
な
が
ら
、
が
ん
ば
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
ス
テ
キ
な
『
ち
い
な

か
』
を
応
援
し
て
い
き
ま
す
！

まだまだ
募集しています！

イラスト 近藤理恵
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みんなで祝おう！！
みんなの『ちいさいなかま』

50
周年

●６月号と７月号に掲載した祝！創刊50周年クイズは、
３月１日で締め切ります（全問正解者にはつちだよしはる
さんのイラスト入りミニトートバッグ＋お弁当箱をプレゼ
ント）。むずかしいのは、Q5の創刊号の定価。これは８月
号に答えがありますので、探してみてください。

●送り先
　Fax 03-6265-3230
　Email
　udg79423@nifty.com

時
光
直
美

鳥
取
・

購
読
歴
一
年

私
と
『
ち
い
な
か
』
と
の
出
会
い
は
、

職
場
の
先
輩
か
ら
の
紹
介
で
し
た
。
新

卒
で
働
き
始
め
た
昨
年
の
春
、
保
育
者

と
し
て
ど
ん
な
も
の
を
参
考
に
学
ん
で

い
け
ば
い
い
の
か
模
索
し
て
い
た
頃
、

声
を
か
け
て
い
た
だ
い
た
の
で
す
。

『
ち
い
な
か
』
に
は
、
今
を
生
き
る

親
子
の
思
い
や
保
育
者
の
願
い
が
率
直

に
つ
づ
ら
れ
て
い
て
、
と
て
も
勉
強
に

な
り
ま
す
。
毎
月
届
い
て
、
読
む
た
び

に
初
心
に
戻
り
、
自
ら
の
め
ざ
す
保
育

士
像
を
再
確
認
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
読
む
と
あ
っ
た

か
い
気
持
ち
に
な
れ
る
『
ち
い
な
か
』

が
好
き
で
す
！

こ
れ
か
ら
も
、『
ち
い
な
か
』
と
の

時
間
を
大
切
に
し
て
、
い
つ
ま
で
も
学

び
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

鈴
木
裕
子

兵
庫
・

購
読
歴
三
八
年

私
と
『
ち
い
さ
い
な
か
ま
』
と
の
出

会
い
は
三
八
年
前
。
ま
ず
、『
ち
い
さ

い
な
か
ま
』
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
に
ひ
か
れ

ま
し
た
。
ち
い
さ
い
子
も
一
人
の
な
か

ま
と
し
て
一
緒
に
育
っ
て
い
こ
う
、
保

護
者
の
子
育
て
の
悩
み
や
心
配
ご
と
を

保
育
士
も
一
緒
に
考
え
よ
う
、
み
ん
な

で
知
恵
を
共
有
し
よ
う
…
こ
の
名
前
に

そ
ん
な
思
い
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
、
表
紙
絵
の
柔
ら
か
い
タ
ッ

チ
と
色
彩
に
も
好
感
が
も
て
ま
し
た
。

で
も
、
子
育
て
で
必
死
の
頃
は
疲
れ
て
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わ・た
・し・
と

『ちいさいなかま』

●「わたしとちいさいなかま」 
をめぐる思い出やエピソード
をお送りください。

あ
ま
り
読
め
ず
、
積
読
し
て
い
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。
わ
が
子
が
大
き
く
な
る

と
、
保
育
の
視
点
や
行
事
の
あ
り
方
、

若
い
保
育
士
の
悩
み
な
ど
を
知
り
た
く

て
、
読
む
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
全
国
の
保
育
実
践
が
あ
り
、

年
齢
別
保
育
も
専
門
的
で
わ
か
り
や
す

く
、
保
育
に
困
っ
た
と
き
、『
ち
い
さ

い
な
か
ま
』
が
隣
に
あ
る
生
活
と
な
っ

て
い
き
ま
し
た
。
な
ん
と
い
っ
て
も
、

「
大
事
な
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
」
と

い
う
信
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

今
だ
か
ら
こ
そ
広
げ
よ
う
！

そ
し
て
さ
ら
な
る
五
〇
年
へ

懐
か
し
い
の
は
、
第
四
四
回
兵
庫
合

研
の
と
き
に
、
地
域
要
員
の
青
色
Ｔ
シ

ャ
ツ
を
着
て
取
り
く
ん
だ
ち
い
な
か
宣

伝
隊
で
す
。
汗
を
流
し
て
覚
え
た
ダ
ン

ス
や
購
読
者
へ
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
石
鹸

作
り
な
ど
が
浮
か
ん
で
き
ま
す
。
購
読

者
を
増
や
す
こ
と
に
こ
だ
わ
っ
て
、
一

人
ひ
と
り
が
ど
ん
な
声
か
け
を
す
れ
ば

読
ん
で
も
ら
え
る
の
か
を
考
え
、
話
し

あ
い
、
目
標
を
達
成
で
き
た
と
き
は
み

ん
な
で
喜
び
あ
い
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
子
育
て
が
さ
ら

に
自
己
責
任
化
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ

ま
す
。
こ
ん
な
と
き
だ
か
ら
こ
そ
、
一

冊
一
冊
に
、
一
人
ひ
と
り
の
想
い
が
た

く
さ
ん
詰
ま
っ
て
い
る
『
ち
い
さ
い
な

か
ま
』
が
も
っ
と
読
ま
れ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

活
字
離
れ
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
五
〇

年
の
歴
史
の
土
台
の
上
に
、
さ
ら
な
る

五
〇
年
へ
と
発
展
す
る
た
め
に
、『
ち

い
な
か
』
の
よ
さ
を
伝
え
、
み
ん
な
で

守
り
、
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

まだまだ
募集しています！

イラスト 近藤理恵




